
３．流域の水文特性

水文観測所

平成２年度までに高津川流域に設置されている建設省ならびに関係機関の観測

所は、雨量観測所が８ケ所、水位観測所が５ケ所である（表４－１、２）。図４－

９に流域内の雨量・水位観測所の位置を示す。



降水量

図４― 10は昭和 44 年～平成元年の高津川流域内主要地点における年間降水量

の経年変化を示したものである。この間の年平均降水量は津和野で 1,908 mm、六

日市で 2,091 mm、匹見で 2,099 mm、益田で 1,686 mmである。降水量の多い年は昭



和 47、55、60 年などで 3,000 mm近くまで達している年もある。降水量の少ない

年は昭和 48,53,63 年などである。降水量の多い年と少ない年が数年を隔てて交互

に繰り返されており、比較的

周期的な経年変化をみせてい

る。また、表４―３に昭和 54

年以降の益田の月別降水量を

示す。

流域の降水量分布（図４―

11）をみると、概ね地形の

標高に比例した分布をしてお

り、特に脊梁部の山列方向（北

東一南西）にほぼ平行して等

雨量線が分布している。海岸

部では年平均 1,600 mm以下で

あるが、脊梁山地地帯は平均

2,000 mmを越える多雨地帯で

ある。

ML188
その２へ

ML188
その２へ




